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し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
社
会
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

地
域
福
祉
の
原
点
で
あ
る
「
お
互
い
の
つ
な
が
り

や
助
け
合
い
」の
重
要
性
が
、よ
り
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
価
値
を
持
つ
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ご
近

所
同
士
の
声
の
か
け
合
い
、
困
っ
て
い
る
人
を
助

け
た
い
と
の
思
い
、
そ
の
よ
う
な
皆
様
方
の
お
気

持
ち
が
私
た
ち
の
社
会
を
大
本
の
と
こ
ろ
で
支
え

て
い
ま
す
。
そ
の
思
い
を
大
切
に
し
て
、
よ
り
大

き
く
多
様
な
つ
な
が
り
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
、

社
協
の
大
事
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。私

も
、
も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地

域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様

に
は
益
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い

申
し
あ
げ
、
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

去
る
六
月
二
十
四
日
の
役
員
改
選
に
伴
い
、
出

雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
本
市
の
地
域
福
祉
の
中
核
を
担
う
組
織
の

代
表
と
な
り
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
渡
部
英
二
前

会
長
が
住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
志
を

し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

さ
て
、
四
年
に
渡
る
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
現
在

は
長
引
く
物
価
高
騰
が
主
食
で
あ
る
米
に
も
及
ぶ

な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い

社
会
情
勢
が
続
い
て
い
ま
す
。
全
国
で
相
次
ぐ
自

然
災
害
な
ど
も
含
め
、
様
々
な
要
因
で
、
生
活
の

先
行
き
に
何
か
し
ら
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て金

築

　真
志

このたび、新たな役員体制となりましたので、

理事・監事・評議員をご紹介します。

金築 真志

会　長

安食　和彦 坂本　伸仁（新）川瀨　英金築　千晴片寄　靖久（新）小田 美紀子（新）

杉原　一平 堀西　雅亮廣戸　悦子柳楽　好美玉田　珠美

理　　事

大野　啓司

馬庭　　隆

安原　　満 （新）

監　事 3人

任  期
理事・監事

評 議 員

20人

芦矢　京子

石飛　忠海 （新）

石橋　健一 （新）

石橋　正伸

伊藤　恭子 （新）

伊藤　精一 （新）

内田　　剛 （新）

金山 千夜子（新）

川光　栄子

高橋　　陽 （新）

多久和 祥司

立脇　　渉 （新）

田中　勤一 （新）

原　　洋子

樋口　和弘 （新）

福場 由紀子

三木 由美子（新）

山田　京子 （新）

山田　　学 （新）

和田　俊之 （新）

評議員

元出雲市健康福祉部長

出雲市健康福祉部長

阿食 かをる

副会長

社会福祉法人金太郎の家
理事長

山本 順久

副会長

社会福祉法人創文会
理事長

新宮 直行

常務理事

出雲市社会福祉協議会
事務局長

元出雲市こども未来部
次長

社会福祉法人
ひらた福祉会理事長

要約筆記サークル
いずもかけはし代表

出雲地区保護司会
事務局長

島根県立大学看護学科
教授

わくわく食堂代表 島根県
外国人地域サポーター

出雲市民生委員
児童委員協議会副会長

障がい者自立支援事業所
ぽんぽん船管理者

社会福祉法人親和会
理事長

令和７年６月２４日～令和９年の定時評議員会の終結の時
令和７年６月２４日～令和１１年の定時評議員会の終結の時

※敬称略（新）…新任

新役員体制の紹介
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令 和 ６ 年 度 決 算 報 告 令 和 ６ 年 度 事 業 報 告

令和６年度の主な取組

■ 地域包括ケアの推進 ■ 生活困窮者等への支援 ■ 権利擁護を必要とする人

　 への支援

■ 生活支援体制整備 ■ 物価高騰等の影響を受けた人への支援

■ 子ども食堂への支援 ■ 地域の福祉活動の推進

■ 福祉教育の推進

■ 総合的な相談支援

出雲市社会福祉協議会では、誰もが安心して暮らせるまちづくり

「地域共生社会の実現」を目指し、様々な課題に対応するため、

地域福祉の推進に取り組みました。

高齢者あんしん支援センターの
活動を引き続き推進するとともに、
あらゆる生活上の課題をワン・ス
トップで受け止め解決につなげる
『総合的な相談支援体制』の整備
を進めました。

生活困窮等、さまざまな生活
課題を抱える世帯（人）に対し、
問題解決と自立に向けた支援
を行いました。

認知症、知的障がい、精神障がい
などにより判断能力に不安がある
方に対し、日常生活自立支援事業
や法人後見事業等の事業により
権利擁護に取り組みました。

だれもが住み慣れた
地域で暮らし続けら
れるよう、地域での
生活支援サービスと
支え合いの体制づく
りを進めました。

フードドライブを２回開催し、
物価高騰等の影響により困窮さ
れる家庭や子育て世帯へ、地域
の皆様からご寄贈いただいた食
品・日用品を届けました。

◯協力者 ： 277の個人・団体　 ◯利用者 ： 延べ2,758人

地区社会福祉協議会
や福祉団体等が地域
の福祉課題を解決す
るために行う活動を
支援しました。

立ち上げの相談や助成金等の
情報提供、団体同士のつなが
りづくりを行いました。また、
「出雲市子ども食堂サイト」
を開設しました。
◯市内の子ども食堂数 ： 38ヶ所

　 （うち令和6年度開設 ： 10ヶ所）

職員やボランティア団体、
介護の専門職などが学校や
地域に出向き、「福祉の心
の醸成」や「ふくしの人づ
くり」を進めました。
◯実施回数 ： 139回

ひきこもりの方や学校へ
行きづらい子ども達とその
保護者などの声を形にした
「出雲のサードプレイス
MAP」を
作成しま
した。

７億５，５４８万１千円決算額

令和6年４月１日～令和7年３月３１日

収入

支出

会費　３,５５２万３千円
寄附金　１,２８０万４千円

補助金・助成金
（出雲市・島根県社協等）
１億４,１２８万５千円

補助金・助成金
（出雲市・島根県社協等）
１億４,１２８万５千円

受託金（出雲市・島根県社協）
２億９,３８４万６千円
受託金（出雲市・島根県社協）
２億９,３８４万６千円

共同募金助成金
２,３８５万８千円

利用料収入
６２５万２千円

貸付償還金
１１０万７千円

介護保険等
１億３,７２８万円
介護保険等
１億３,７２８万円

障がい者福祉サービス
利用給付費及び
利用者負担金
５５８万５千円

寄附金積立取崩
３００万円

その他（利子、積立取崩等）
９,４９４万１千円

企画広報
（社協だより、ホームページ、音訳広報発行、地域福祉活動計画、
　福祉大会、総合相談事業、フードドライブ事業  等） ２,８５９万１千円

ボランティア・まちづくりセンター
（ボランティア・まちづくりセンター運営事業、
　研修会　等） ７３０万７千円

地域福祉
（生活支援体制整備事業、福祉団体・ふれあいサロン・地区社協への助成、
　多伎・湖陵・斐川地域見守りネットワーク事業、子ども食堂活動支援事業、
　車いす貸出事業、福祉教育  等）　７,１２７万６千円

共同募金
（福祉団体・ふれあいサロン・地区社協への助成、認知症高齢者等SOSメール、
　点訳広報発行、歳末たすけあい事業  等） ２,３９０万５千円

施設管理事業
（出雲市社会福祉センター、
　平田福祉館、多伎地域福祉センター）
２,６７４万４千円

法人運営事業
１億６７２万７千円

次年度へ繰越
５,４０９万９千円

令和６年度の寄附金を
令和７年度事業の財源として
活用するための積立
１,２３６万５千円

在宅福祉
（たすけあいボランティア事業、養育支援訪問事業におけるヘルパー派遣業務、
　ガイドヘルプ事業  等） １,２８２万２千円

相談支援
（自立相談支援事業、生活福祉資金貸付事業  等） ６,４１５万６千円

権利擁護（日常生活自立支援事業、法人後見事業  等） ３,５７２万５千円
高齢者あんしん支援センター事業
３億１,１７６万４千円

令和６年度事業報告の詳細は本会ホームページに掲載しております。

出雲市社会福祉協議会　事業報告 検 索

在宅福祉サービス団体連絡会

古志すまいる食堂

サイトはこちら

MAPはこちら

神戸川小　アイマスク体験

出雲市不登校親の会「ユナイト出雲」
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などにより判断能力に不安がある
方に対し、日常生活自立支援事業
や法人後見事業等の事業により
権利擁護に取り組みました。

だれもが住み慣れた
地域で暮らし続けら
れるよう、地域での
生活支援サービスと
支え合いの体制づく
りを進めました。

フードドライブを２回開催し、
物価高騰等の影響により困窮さ
れる家庭や子育て世帯へ、地域
の皆様からご寄贈いただいた食
品・日用品を届けました。

◯協力者 ： 277の個人・団体　 ◯利用者 ： 延べ2,758人

地区社会福祉協議会
や福祉団体等が地域
の福祉課題を解決す
るために行う活動を
支援しました。

立ち上げの相談や助成金等の
情報提供、団体同士のつなが
りづくりを行いました。また、
「出雲市子ども食堂サイト」
を開設しました。
◯市内の子ども食堂数 ： 38ヶ所

　 （うち令和6年度開設 ： 10ヶ所）

職員やボランティア団体、
介護の専門職などが学校や
地域に出向き、「福祉の心
の醸成」や「ふくしの人づ
くり」を進めました。
◯実施回数 ： 139回

ひきこもりの方や学校へ
行きづらい子ども達とその
保護者などの声を形にした
「出雲のサードプレイス
MAP」を
作成しま
した。

７億５，５４８万１千円決算額

令和6年４月１日～令和7年３月３１日

収入

支出

会費　３,５５２万３千円
寄附金　１,２８０万４千円

補助金・助成金
（出雲市・島根県社協等）
１億４,１２８万５千円

補助金・助成金
（出雲市・島根県社協等）
１億４,１２８万５千円

受託金（出雲市・島根県社協）
２億９,３８４万６千円
受託金（出雲市・島根県社協）
２億９,３８４万６千円

共同募金助成金
２,３８５万８千円

利用料収入
６２５万２千円

貸付償還金
１１０万７千円

介護保険等
１億３,７２８万円
介護保険等
１億３,７２８万円

障がい者福祉サービス
利用給付費及び
利用者負担金
５５８万５千円

寄附金積立取崩
３００万円

その他（利子、積立取崩等）
９,４９４万１千円

企画広報
（社協だより、ホームページ、音訳広報発行、地域福祉活動計画、
　福祉大会、総合相談事業、フードドライブ事業  等） ２,８５９万１千円

ボランティア・まちづくりセンター
（ボランティア・まちづくりセンター運営事業、
　研修会　等） ７３０万７千円

地域福祉
（生活支援体制整備事業、福祉団体・ふれあいサロン・地区社協への助成、
　多伎・湖陵・斐川地域見守りネットワーク事業、子ども食堂活動支援事業、
　車いす貸出事業、福祉教育  等）　７,１２７万６千円

共同募金
（福祉団体・ふれあいサロン・地区社協への助成、認知症高齢者等SOSメール、
　点訳広報発行、歳末たすけあい事業  等） ２,３９０万５千円

施設管理事業
（出雲市社会福祉センター、
　平田福祉館、多伎地域福祉センター）
２,６７４万４千円

法人運営事業
１億６７２万７千円

次年度へ繰越
５,４０９万９千円

令和６年度の寄附金を
令和７年度事業の財源として
活用するための積立
１,２３６万５千円

在宅福祉
（たすけあいボランティア事業、養育支援訪問事業におけるヘルパー派遣業務、
　ガイドヘルプ事業  等） １,２８２万２千円

相談支援
（自立相談支援事業、生活福祉資金貸付事業  等） ６,４１５万６千円

権利擁護（日常生活自立支援事業、法人後見事業  等） ３,５７２万５千円
高齢者あんしん支援センター事業
３億１,１７６万４千円

令和６年度事業報告の詳細は本会ホームページに掲載しております。

出雲市社会福祉協議会　事業報告 検 索

在宅福祉サービス団体連絡会

古志すまいる食堂

サイトはこちら

MAPはこちら

神戸川小　アイマスク体験

出雲市不登校親の会「ユナイト出雲」
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借　　方

科　目　名 金　　額

≪資産の部≫

流動資産
　現金預金
　事業未収金
　未収金
　貯蔵品
　立替金
　前払費用
　預け金
固定資産
　基本財産
　　定期預金
　　建物
　その他固定資産
　　土地
　　建物
　　車両運搬具
　　器具及び備品
　　有形リース資産
　　ソフトウェア
　　貸付事業資金貸付金
　　長期預け金
　　退職給付引当資産
　　福祉事業積立資産
　　　センター建設積立資産
　　　権利擁護積立資産
　　　助成積立資産
　　修繕積立資産
　　寄附金積立資産
　　たすけあいボラ積立資産
　　人件費積立資産（ガイド）
　　運営資金積立資産（包括）
　　地域包括推進事業積立資産

９６，０２６
７０，６５１
２４，８５６
１２６
１
５

２９６
９１

８９６，７８８
４２，２８１
９，０００
３３，２８１
８５４，５０７
１１，２９４
４６，３１０
２，８４７
２，９１５
６，７３７
３５２
７４１

１０５，５４０
４５，０３６
４０９，２９５
２００，０００
１２５，０７８
８４，２１７
７０，５６７
１２７，５０７
１，５２８
１，０００
６，５００
１６，３３８

資産の部合計 ９９２，８１４

貸　　方

科　目　名 金　　額

≪負債の部≫
流動負債　
　事業未払金
　その他の未払金
　1年以内返済予定リース債務
　未払費用
　預り金
　職員預り金
　前受金
　前受収益
固定負債　
　リース債務
　退職給付引当金

４３，６４７
１２，０４２
２，１３８
１，７２０
８，０３７
１７，３９９
２，０２９

１
２８１

１８０，５１１
５，０１７

１７５，４９４

負債の部合計 ２２４，１５８

≪純資産の部≫
基本金
国庫補助金等特別積立金
福祉事業積立金
　センター建設積立金
　権利擁護積立金
　助成積立金
修繕積立金
寄附金積立金
たすけあいボラ積立金
人件費積立金（ガイド）
運営資金積立金（包括）
地域包括推進事業積立金
次期繰越活動増減差額
　うち当期活動増減差額

９，０００
３３，３８６
４０９，２９５
２００，０００
１２５，０７８
８４，２１７
７０，５６７
１２７，５０７
１，５２８
１，０００
６，５００
１６，３３８
９３，５３５
４，１０３

純資産の部合計 ７６８，６５６

負債及び純資産の部合計 ９９２，８１４

貸借対照表

（単位：千円） （単位：千円）



災害義援金・海外救援金のお知らせ

お知らせ・募集

広報音訳ボランティア養成講座

■ 日　時：令和７年１０月２日～１２月１１日まで（全１１回）
　　　　　 毎週木曜日　１３：３０～１５：３０
■ 場　所：出雲市社会福祉センター
■ 対象者：出雲市在住で、講座修了後は音訳グループに所属
　　　　　 して音訳活動ができる方
■ 定　員：８名（先着順）
■ 受講料：無料　ただし、テキスト代６６０円程度が必要
■ 申込方法：①氏名 ②住所 ③電話番号 をご連絡ください。
■ 申込締切：令和７年９月１９日（金）

視覚障がいのある方に、広報紙などをCDに録音して伝えるための知識と技術を学びます。

令和７年度出雲市総合社会福祉大会

■ 日　時：令和７年９月１２日（金）
　　　　　 １３：３０～１５：３０
■ 会　場：出雲市民会館　大ホール
■ 内　容：式典（長寿のお祝い、社会福祉功労者の表彰）
　　　　　 講演　講師：島根大学 法文学部 教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎熊　浩一  氏
〇障がい者就労継続支援事業所による商品販売もあります。
〇駐車場に限りがございますので公共交通機関のご利用を
　お願いいたします。

佐田支所の開所日について

８月１８日（月）より佐田支所の開所日を以下のとおり変更
させていただきます。

開　所　日

【変更前】月曜日・水曜日・金曜日（週３日）

【変更後】月曜日～金曜日（週５日)

※開所時間は午前８時３０分から午後５時１５分まで
　です。
※職員体制の都合により、不在にする場合があります。

問合せ先　 地域福祉課　☎２３－３７８１

■ 日　時：令和７年９月１０日（水）～９月１１日（木）
■ 場　所：出雲市社会福祉センター
　　個別対応しますので、お電話でご予約ください。

「音訳ってどんなことをするの？」

「受講する前に少し体験してみたい」

という方向けにミニ体験会を行います

地域福祉課　☎２３－３７８１　FAX２０－７７３３　メール fukushi@izumoshakyo.jp
※メールでのお問合せ・申込の際は件名を「広報音訳ボランティア養成講座」としてください。

問合せ・申込先

総務課企画係　☎２３－３７８１問合せ先

6社協だより いずも  ７月・８月号 vol.159

名　　　称 送金額 （7月31日現在） 受付期間

令和６年能登半島地震災害義援金
※配分先：石川県、富山県、新潟県

これまでの送金額	 6,212,434円 令和７年12月26日まで

令和６年９月能登半島大雨災害義援金
※配分先：石川県

これまでの送金額	 620,487円 令和７年12月26日まで

令和７年大船渡市赤崎町林野火災義援金 最終送金累計額	 318,081円 受付終了

令和７年トカラ列島近海を震源とする地震災害義援金 これまでの送金額	 0円 令和７年12月26日まで

バングラデシュ南部避難民救援金 これまでの送金額	 11,000円 令和８年３月31日まで

ウ ク ラ イ ナ 人 道 危 機 救 援 金 これまでの送金額	 2,540,027円 令和８年３月31日まで

中 東 人 道 危 機 救 援 金 これまでの送金額	 0円 令和８年３月31日まで

２０２５年ミャンマー地震救援金 最終送金累計額	 10,000円 受付終了

問合せ先／日本赤十字社島根県支部出雲市地区（事務局 出雲市社会福祉協議会本所・各支所）
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令和７年５月１１日 ～ 令和７年７月１０日受付分（敬称略）ご寄附

ありがとうございます ＊出雲市社会福祉協議会ではご寄附いただいた方のご意志を尊重し、氏名等を掲載して

います。なお、金額は掲載しませんのでご了承ください。

＜出雲＞
古志町　　高見　一弘

＜団体＞
出雲つばき会  会長  森山  晃兆
連合島根中部地域協議会
（フードドライブ協力金として）
阿宮小学校36年度卒業生同窓会
（喜寿のお祝いの会）

（　）内は故人
＜出雲＞
今市町　脇山　毅（達哉）
今市町　今岡　忠廣（進）
今市町　水谷　厚志（勲）
今市町　松本　佳子（節子）
今市町　石原　鋭一（研一）
今市町　妹尾　俊秀（喜子）
大津町　天野　茂樹（愿）
塩冶町　栗原　郁人（重剛）
古志町　足立　智也（正一）
松寄下町　藤本　晶彦（薫彦）
小山町　太田　郁子（持田　恵子）
里方町　宮崎　隆良（アエ子）
平野町　岸　静子（良悦）
野尻町　西山　弘之（照雄）
朝山町　江角　智也（昭信）
知井宮町　吉田　薫（繁夫）

神門町　伊藤　貞二（廣男）
西園町　竹田　省三（富子）
西園町　森山　富雄（小枝子）

＜平田＞
平田町　林　大輔（志美子）
平田町　長廻　俊範（廣子）
平田町　細田　健一（栄一）
平田町　清水  正顕（長谷川  ヒデ子）
平田町　渡部　博子（充）
平田町　大島　穣（京子）
西平田町　大福　修司（一郎）
灘分町　須谷　八美（誠）
島村町　福田　耕一（雅夫）
国富町　多久和　斉（幸）
万田町　清水　進（和子）
河下町　吉木  静子（高橋  恵美子）
唐川町　荒木　隆宏（重子）
東福町　福田　隆（明己）
東福町　河原　美夫（朝子）
久多見町　多久田  みづゑ（三島  均）
野石谷町　原　伴江（正好）
野石谷町　原　伴江（ツタエ）
園　町　橋本　満（錦織　トヨ子）
園　町　大森　啓幸（年代）
小境町　堀内　孝芳（美代子）
小境町　梶谷　善之（忠善）
小境町　朝日　均（庸子）
小津町　落合　由美子（太）
十六島町　樋野　広人（昭伊）
十六島町　渡部　克実（チヨコ）

釜浦町　和泉　美香（征二）
美保町　佐藤　秀徳（美佐子）
三津町　佐藤　強（照子）
小伊津町　釜屋　啓子（治男）
美野町　常松　幸二（光江）
美野町　原田　和紀（敬一）

＜佐田＞
毛　津　今岡　隆（一郎）
吉　野　神田　和秀（滿穗）
反　辺　安喰　美恵子（学）

＜多伎＞
口田儀　石飛　敬（勉）
口田儀　大谷　将泰（育恵）
口田儀　広瀬　耕治（益子）
小　田　川上　ますみ（イサ子）
小　田　石飛　康子（政雄）
小　田　三上　征夫（主子）
小　田　安井　和広（庸邦）
小　田　安井　恭治（昭）
小　田　花田　志信（幸榮）
久　村　石橋　輝子（佳昌）

＜湖陵＞
二　部　野津　茂義（美代子）

＜大社＞
菱　根　足立　真司（俊夫）
菱　根　手銭　修（ヨシ子）
北荒木　三原　康司（信子）

杵築西　神田　恵子（大國　眞稔）
杵築西　伊田　幸雄（幸子）
杵築西　荒木　利幸（京子）
杵築西　高橋　博行（定子）

＜斐川＞
荘　原　西村　健太郎（啓之）
上庄原　山根　透（明）
出　西　鎌田　英司（清子）
出　西　多々納　広美（澄枝）
求　院　青木　康一（康則）
上直江　西　良子（昭夫）
沖　洲　安食　剛（實）

９件

＜湖陵＞
三　部　野津　加壽惠

＜斐川＞
荘　原　岩﨑　和子

一 般 寄 付

匿 名

ご 寄 贈

香典・玉串料・お花料返し

皆さまからのご寄附は、市内で福祉活動を行う団体及び

各地区社会福祉協議会への助成などに使わせていただいております。

●出雲市社会福祉協議会に対する寄附は、住民税と所得税の控除対象になります。また、寄附者が法人の場合には、損金
算入の制度が利用できます。
【例】出雲市にお住まいの方が本会へ50,000円の寄附をされた場合
　　　※税額控除を選択した場合
〔１〕所得税　（ 50,000円−2,000円 ）×40％ = 19,200円
〔２〕住民税　（ 50,000円−2,000円 ）×10％ = 4,800円
〔１〕＋〔２〕＝24,000円 …… 税額控除額となります。
　※一例であり、個々のケースにより控除額は変わります。詳しくは税務署等へお問い合わせください。
●「地区の社会福祉協議会へ寄附をしたが、市の社協だよりに掲載されていない」とのお問い合わせにつきまして、本会と
各地区の社会福祉協議会は地域福祉の推進におけるパートナーであり連携して事業を行っておりますが、別の団体である
ことから、各地区社会福祉協議会に対する寄附はこの紙面に掲載しておりません。ご了承ください。
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　　　高齢者あんしん支援センター

出雲市社会福祉協議会連絡先

〝学校に行きづらい子どもたちに
安心の場を〟と活動するNPO法
人美身伝心が子ども食堂をオー
プン。一緒に料理をして食卓を
囲み、楽しい時間を分かち合う、
大切な居場所となっています！

神門地区
ひみつきち子ども食堂

フードドライブ

地域の支え手に感謝

社会福祉法人職員やボランティア
さんが寄贈品の仕分けやパッキ
ングに汗を流してくださいました。
一人ひとりの「なにかしたい」想
いにフードドライブ事業は支えら
れています！

第三中学校1年生と

障がいを知る

さまざまな障がいや必要なサポー
トを知るあいサポーター研修を
実施。「学んだことを家族と共有
したい」、「自分にできることをし
たい」など心強い声に溢れる福祉
学習となりました！

い
ず
り
ん

レ
ポ
ー
ト

助成対象
ひきこもり支援の輪が広がることを目的に開催します。

●日　時：令和７年１０月２９日（水）１３：３０～１６：００
●会　場：朱鷺会館　大ホール
●内　容：・講演「ひきこもりの理解と回復のヒント（仮）」
　　　　　　講師：公認心理師・臨床心理士　荒川 ゆかり氏
　　　　　・パネルディスカッション「〝ひきこもり〟当事者・支援者の声」
　　　　　　パネリスト：経験者、支援団体、有識者

●参加費：無料　 ●定員：１００名（先着順）
●申込方法：１０月１５日（水）までに ①氏名
　②電話番号 ③所属団体を連
　絡いただくか、右記二次元
　コードからお申込みくだ
　さい。

問合せ・申込先
生活支援課　☎２３ー３７９０　ＦＡＸ２０ー７７３３　メール fukushi@izumoshakyo.jp
※メールでの問合せ・申込みの際は、件名を「ひきこもり研修会」としてください。

令和７年度生活困窮者自立相談支援事業研修会 「（仮題）ひきこもり状態にある方の理解を深める」

ふ
く
し
の
支
え
手
企
業

株
式
会
社
島
根
富
士
通

本
会
が
生
活
に
お
困
り
の
方
や
子
育
て
世
帯
を

「
食
」
で
応
援
す
る
〝
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
〟
に

あ
わ
せ
、
社
員
の
み
な
さ
ん
が
家
庭
か
ら
寄
せ
て

く
だ
さ
っ
た
食
品
や
日
用
品
を
寄
贈
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
米
不
足
や
物
価
高
騰
等
に
よ
り
お
届
け

す
る
食
品
の
確
保
が
難
し
い
な
か
、
本
会
の
取
組

を
支
え
て
く
だ
さ
る
心
強
い
存
在
で
す
！

私
た
ち
は
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
や
地
域
福
祉
へ
の
貢
献

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い

う
気
持
ち
を

「
あ
り
が
と
う
」
の
想
い
へ
と
つ
な
げ
、

必
要
と
さ
れ
る
方
々
の
も
と
へ
食
品
が
届
く
こ
と
を

願
い
な
が
ら
、
社
内
で
も
こ
の
活
動
へ
の
理
解
と
協

力
を
深
め
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
地
域
の
皆
さ
ま
の
お
役
に

立
て
て
い
れ
ば
幸
い

で
す
。

今
後
も
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に

し
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
を
一
つ
ひ
と
つ
積

み
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。
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